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ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）
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　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
■巻頭言■

平成22年度　生涯学習センターは更なる充実を図ります

　平成22年度がスタートしました。

　広島県立生涯学習センターは，市町の生涯学習振興・社会教育行政を支援するため，指導・連携機能の充実が図られました。

　具体的には，

　○社会教育主事を配置しました。(振興課職員が1名増員されました。)　

　　これまでは，県教委生涯学習課に社会教育主事を配置していましたが，生涯学習センターにも併せて配置し，県内市町の社会教育行政の専門的技術的な助言・指導の機能を充実させます。特に『地域課題対応研修支援』を通して，各市町の地域課題に対応したテーマに関する研修の企画・運営の支援を行います。

○市町の生涯学習振興・社会教育行政関係職員を対象とした新しい研修事業を開始します。

　職員の職務経験別（３年未満及び３年以上）の研修事業を実施します。職務経験に応じた知識・技能を学ぶとともに，地域の社会教育計画・事業の立案や学習プログラムの開発などの企画力を高める演習を取り入れた研修です。

　　広島県立生涯学習センター職員一同，県内の生涯学習振興・社会教育行政

　の支援のために努力いたします。御期待ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　新田憲章
■お知らせ■
　＜当センター職員の異動＞

☆よろしくお願いします（転入者）

　振興課長：加藤浩司（管理部総務課から）

　振興課：　岡川和彦（国立江田島青少年交流の家から）

　振興課：　沖本直樹（山県郡安芸太田町立戸河内中学校から）

　振興課：　小早川かおり（東広島市立河内小学校から）

☆大変お世話になりました。（転出者）

　振興課長：十時明子（管理部総務課へ）

　　　生涯学習センターの移転を挟んでの２年間，大変お世話になりました。

　　移転前の引越し作業の大変さも，今では懐かしい思い出です。移転後は，　

　　新しい生涯学習センターとしてのチャレンジの日々でしたが，ゴール（目

　　標）はまだずっと先にあります。駅伝で言えば，まだ「一区」を走り終え

　　たところ。私なりに精一杯走って，「二区」のランナーに襷を渡せたことに

　　ホッとしています。ありがとうございました。　　　　

　振興課：河村克哉（江田島市立切串小学校へ）

　　　センターでは，主に高校生・大学生を対象にした「ボランティア参画論」　

　　や「パイオニアスピリット実践事業」などを担当しました。その中で，学

　　校や地域社会でしっかりと汗を流して精力的に活動している高校生や大学

　　生の姿に接し，その熱い思いを肌で感じることができました。私も熱い思

　　いを持って今後の仕事に臨んでいきたいと思います。

　　　４年間大変お世話になりました。
　　　　　

　振興課：田崎志緒（教育部生涯学習課へ）

　　　平成20年度から，生涯学習センターでお世話になりました。

　　　この2年間，人と人がつながること，また，人と人とをつなげていくこ

　　との大切さを学ばせていただきました。人は，人とつながり励まし合う中

　　で，元気になり，大きな力を発揮することができるのだと感じています。　

　　　今，出会えた方々に感謝の気持ちで一杯です。本当に幸せな2年間

　　でした。ここで学ばせていただいたことを胸に留め，今後も自分に与えら

　　れた役割を全うできるよう，これからも努力していきたいと思います。

　　　ありがとうございました。

■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（３/１）以降のＨＰ新着情報

★平成21年度社会教育主事講習[Ｂ]報告

　国立教育政策研究所社会教育実践研究センターを主会場に社会教育主事となりうる資格を付与することを目的として，平成21年度社会教育主事講習[Ｂ]が実施されました。広島会場は当センターにおいて，インターネットを活用した教育情報ネットワーク（エル・ネット）により実施し，分割履修を含めて７名が受講しました。最終日には，「社会教育演習事業計画立案の実際」の発表会を行い，38日間のすべての日程を終了しました。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/syakyousyujib/h21syakyousyujib.htm
★平成21年度青年の地域貢献活動支援事業「チャレンジファンド」二次審査会を行いました。

　チャレンジファンドの二次審査会を行いました。このチャレンジファンドは，「環境」をテーマに，県内で様々な地域貢献活動に取り組んでいる青年主体のボランティアサークルが実施する，子ども対象の体験プログラムを支援します。

　二次審査会では，一次審査（書類審査）によって選考された団体が，事業の目的や概要，活動計画についてプレゼンテーションを行いました。どの団体も，分かりやすく事業への意欲あふれる内容のプレゼンテーションでした。審査の結果８団体への支援が決まりました。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/seinen/yaruki/challege-fund/h21sinnsakai.htm
· 平成21年度「親の力」をまなびあう学習プログラム講座の記録を公開中
　「親の力」をまなびあう学習プログラムを使って行われる講座の様子を紹介します。ファシリテーター養成講座を修了した方たちが，県内各地域で活躍しています。
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/oya-demae/oyapurokouza21-1ｆ.htm
【情報提供】

★事例・学習プログラムの紹介

　Ｆｏｒｅｖｅｒ　ほぉ～江波！　

　　～高速道路が通る漁師町のまちづくりを考える～
　広島市の江波地域では，変わりゆく町の記録を残したい，活気を失いつつある町を元気にしたいなどの地域住民の思いを基に，行政と地域住民が共にまちづくりに取り組んでいます。

　江波地域の宝物を見つけるための取組は，住民同士のつながりを広げ，地域全体の取組へと発展しています。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/matidukuri/funairi/jirei%20funairi%20hoeba.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○平成21年度に購入及び寄贈していただいた視聴覚教材リストを御紹介します。社会教育と総合の分野のDVD教材が新しく加わりました。

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　

　　「おはなし会」

　　　＜４月10日（土）・24日（土）11:00～11:40＞
　　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資

　　　料の読み聞かせ・紹介などを行います。

　　　　　　※申込み不要・無料

　　資料展示「廻船」

　　　＜３月27日（土）～６月下旬＞
　　　　北前船の寄港地や瀬戸内海の水運等，「廻船」をテーマにして郷土資

　　　料と瀬戸内海資料を展示紹介します。中国地区にある５つの県立図書館

　　　共同展示の最後を飾ります。

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
　　

★縮景園（℡：082-221-3620）　　http://shukkeien.jp/sitemap.php
　「観桜茶会」

　　　　＜４月４日（日）９:00～15:00（受付終了）＞
　　　　園内には約120本の桜の木があります。桜の時季により一層春を感じ

　　　させ，情緒あふれる景色を楽しむお茶会です。

　　　　　　場所：清風館

　　　　　　主催：広島県縮景園

　　　　　　　　　　表千家同門会広島県支部

　　　　　　茶券：600円

★広島県立美術館（℡：082-221-6246）　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　特別展

　　オルセー美術館展

　　「パリのアール・ヌーヴォー　－19世紀末の華麗な技と工芸－」

　　　＜４月７日（水）～６月13日（日）＞

　　　　19世紀美術の殿堂オルセー美術館の誇るアール・ヌーヴォー・コレク

　　　ションから代表的名品約150点を選りすぐって紹介します。

　　　　当時の豪華な室内空間を髣髴させるアール・ヌーヴォー様式の家具，　　

　　　工芸，装飾品などを展示し，併せて，この時代を象徴する人物として建

　　　築家エクトル・ギマールと女優サラ・ベルナールにスポットを当てます。

　　　19世紀末パリのきらめきをお楽しみください。

　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　

　　「立体作品限定！いろんなカタチ，色んな素材」

　　　＜１月２日（土）～４月18日（日）＞

　　　　ジャン（ハンス）・アルプ，バーバラ・ヘップワース，荒木高子など，

　　　ブロンズ，石，土，木など様々な素材で制作された個性あふれる作品を

　　　御紹介します。

　　「ズルキフリー・Ｂ・ユソフ『王はレダン山の王女との結婚を望んだ』」

　　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　　ユソフは，マレーシアの気鋭の作家。マレーシアに伝わる昔話にイン

　　　スピレーションを受けて制作された本作による，異色な空間をお楽しみ

　　　ください。

　　第１室　

　　「グロッス『群盗』」

　　　＜１月２日（土）～４月18日（日）＞

　　　　ドイツの文豪シラーの戯曲「群盗」を基に，グロッスは20世紀初めの

　　　ドイツ社会に対して，厳しい批判を寄せました。版画作品からは，支配

　　　者階級の無慈悲さや権力への執着に対する辛らつな視線が見て取れます。

　　「サルバドール・ダリ『マルドロールの歌』」

　　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　　超現実主義者たちのバイブルとも言うべき，ロートレアモン伯爵の「

　　　マルドロールの歌」に，ダリが挿画したスキラ社版「マルドロールの歌」

　　　を紹介します。

　　第２室　

　　「こんなこともしています，美術館２－油彩画の保存と修復」

　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　御好評だった前回に続いて，一般のお客様からは見えにくい美術館の

　　　裏方の仕事の一端を，美術作品の修復や保存を中心に御紹介します。

　　「紙に描く　－水彩・版画を中心に－」

　　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　　紙という素材を積極的に選んだ作家が，油彩画に変わらぬエネルギー

　　　を注いだ，紙ならではの力作を御紹介します。

　　第３室　

　　「追悼展示：平山郁夫」

　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　当館の所蔵する平山郁夫氏の代表作８点を御紹介します。

　　「水を描く」

　　　＜２月23日（火）～４月11日（日）＞

　　　　たった線１本から，油絵のような重量感あるタッチまで，極めて多彩

　　　な日本画の「水」のバリエーションをお楽しみください。

　　「緑の情景」

　　　＜４月13日（火）～５月16日（日）＞

　　　　新緑の樹々や山容，また風景に限らず画面の背景や一部に効果的に用

　　　いられたものなど，緑色で描かれた日本画を集めました。

　　第４室　　

　　「民芸とは」
　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　民芸とは民衆的工芸の略で，「用の美」が見いだされる手作りの日用

　　　品を指す用語です。民芸活動に参加した河井寛次郎や濱田庄司，黒田辰

　　　秋，芹沢銈介などの作品を御紹介します。

　　「中央アジアの染織と金工　－ウズベクとトルクメンの美のかたち－」

　　　＜４月13日（火）～６月27日（日）＞

　　　　絹経絣（きぬたてがすり）や刺繍による色鮮やかな民族衣装と重厚な

　　　存在感あふれるシルバージュエリーを通して，中央アジアの美意識を御

　　　紹介します。

★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　

　歴史民俗展示「古写真で見る県北のくらし」

　　　＜２月19日（金）～５月９日（日）＞

　　　　昭和40年ころまでに撮影された県北の写真や絵葉書を，現在の風景

　　　の写真などと合わせて紹介します。

　春の特別企画展「頼杏坪とその時代」

　　　＜４月23日（金）～６月13日（日）＞

　　　　江戸時代後期の儒学者・頼杏坪及び杏坪と親交のあった人々の書・絵

　　　画などを展示し，文人としての頼杏坪を紹介するとともに，江戸時代後

　　　期の広島県北部と杏坪とのかかわりについて紹介し，文人・代官として

　　　の顔を併せ持つ頼杏坪が果たした役割について考えます。

　　　　　※入館料：一般 500 円（400 円)  高・大学生 380 円（300円）

　　　　　　　　　　小・中学生250円（200円）

　　　　　　　　　　（　）は20名以上の団体料金

　春の特別企画展「頼杏坪とその時代」展示解説会

　　　＜４月25日（日）13:00～14:00＞

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　春の企画展「広島・古代史発掘　－安芸・備後の成立へ－」

　　　＜４月23日（金）～６月13日（日）＞　

　　　　広島県の古墳時代から奈良時代の社会の展開について，発掘調査の成

　　　果を中心に紹介します。

· 入館料：一般700円（560円），高・大学生520円（410円）

　　　　小・中学生350円（280円）

　　　　　　　　　　　（　）は前売・団体20名以上

　　企画展関連行事

　　　展示解説会

　　　＜４月24日（土）13：30～14：30＞

　　　　テーマ：企画展「広島・古代史発掘－安芸・備後の成立へ－」から　　　　

　　　　講　師：下津間　康夫（広島県立歴史博物館主任学芸員）

· 企画展の入館料が必要です。　

　　　　　一般700円（560円），高・大学生520円（410円）

　　　　小・中学生350円（280円）

　　　　　　　　　　　（　）は前売・団体20名以上

　講堂

　　企画展関連行事

　　　企画展開催記念講演会・博物館大学①

　　　＜４月25日（日）14:00～15:30＞

　　　　演　題：「安芸・備後地域における律令国家の成立」

　　　　講　師：西別府　元日（もとか）（広島大学大学院教授）

· 聴講無料

　通史展示室

　　平成22年度スポット展示　「備後考古学事始め⑥－菅茶山と考古学－」
　　　＜３月26日（金）～５月27日（木）＞

　　　　江戸時代の教育者・漢詩人である菅茶山が収集した考古学に関する資

　　　料などを展示し，江戸時代の歴史研究を紹介します。

　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで

　　　　　　　　　　無料

　　　　　　　　　　（　）は団体20名以上

　　スポット展示解説会

　　　＜４月４日（日）13:30～14:30＞

　　　　テーマ：スポット展示

　　　　　　　　「備後考古学事始め⑥－菅茶山と考古学－」から

　　　　講　師：加藤　謙

　　　　　　　（広島県立歴史博物勘学芸課長（兼）草戸千軒町遺跡研究所長）

　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで

　　　　　　　　　　無料

　　　　　　　　　　（　）は団体20名以上

★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
　　http://www.sports-hiroshima.jp/01_hpsc/2009.shtml#06081
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
　

　展示室
　　収蔵文書展「明治初期の町村文書」

　　　＜３月26日(金)～６月11日(金)９:00～17:00(土曜日は12時まで)＞

　　　　　　※休館日：日曜日・祝日・休日

　　　　明治維新により，日本の近代化が始まりました。今回の展示では，明

　　　治４年の廃藩置県後の町村統治にかかわる文書を取り上げました。江戸

　　　時代の古文書とは異なり，地方で作られる文書の書式にも近代化が浸透

　　　していった様子を御覧ください。
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
★国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
　
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
　平成22年度免許状更新講習　「生徒指導・学級指導に活かす体験活動」

　　　＜８月18日（水）～８月20日（金）２泊３日＞

　　　　　教員が体験活動の意義について理解するとともに，児童の宿泊集団

　　　　活動を効果的に実施するための基本的な体験活動の指導技術を身に付

　　　　けます。また，学習指導要領における体験活動の取扱いを理解し，教

　　　　育課程の編成や教育活動に体験活動を取り入れる方法を講義や実習を

　　　　通して習得します。

　　対　象：小学校教諭（平成24年３月31日が修了確認期限の方）40名

　　費　用：21,890円（予定）

· 応募方法等の詳細は，国立吉備青少年自然の家にお問合せくだ

　さい。

★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
　「星を見る会」

　　　＜４月17日（土）19：00～＞　

　　　　　街明かりの少ない立地・自然条件を生かし，御家族やグループの皆

　　　　様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行ってい

　　　　ます。
          この施設が有する山口県内最大の天体望遠鏡（反射式510mm）を活

　　　　用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。
　　　　　　※参加無料　　　

★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

当センターから見える公園の桜が一番の見ごろとなっています。花びらが風に舞っているのも美しさを増しています。

さて，当センターにも新しい職員を向かえ，また，机の配置替えなどセンターの中の模様替えも少し行い，新しい年度に向けた風が吹き始めています。センターでの２回目の春を迎える私ですが，新鮮な気持ちで，これからどんな風が吹きどのような出会いがあるのか，とても楽しみに思っています。

　本年度も当センターの総力を持って，多くの情報の発信や役立つ情報の提供に努めたいと思います。よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢　民恵　
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